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姉
妹
校
の
八
月

須
山
ユ
キ
ヱ

八
月
に
な
る
と
小
杉
町
の
南
の
奥

の
緑
、
濃
い
金
山
は
地
区
ぐ
る
み
人
待

ち
顔
に
な
る
。
人
を
待
つ
顔
は
優
し

く
上
気
し
て
ど
の
人
も
同
じ
思
い
に

弾
む
。
東
京
か
ら
の
小
さ
い
客
人
た

ち
を
ど
の
よ
う
な
趣
向
で
も
て
な
し

ま
し
ょ
う
か
、
と
。

話
は
昭
和
十
九
、
二
十
年
の
戦
時

中
に
さ
か
の
ぼ
る
。
東
京
の
猿
楽
小

学
校
か
ら
一
団
の
学
童
が
金
山
に
疎

開
し
て
来
た
。
翁
徳
寺
、
応
照
寺
、

善
照
寺
を
宿
舎
と
し
て
金
山
小
学
校

に
転
入
し
た
子
供
達
を
戦
争
の
た
め

に
親
元
を
逮
く
離
れ
て
い
と
し
げ
な
、

と
村
人
達
は
い
つ
く
し
ん
だ
。

「
あ
の
っ
さ
ん
達
に
ひ
も
じ
い
思
い

だ
け
は
さ
せ
ま
い
ぞ
、
と
い
う
の
が

み
人
な
の
相
言
葉
で
し
て
ね
え
」

六
十
九
歳
の

M
さ
ん
の
声
は
当
時

の
話
に
な
る
と
す
ぐ
に
く
ぐ
も
る
。

と
は
言
っ
て
も
配
給
の
食
糧
な
ど

育
ち
盛
り
の
子
供
達
に
は
焼
石
に
水

の
あ
リ
さ
ま
で
物
資
の
不
足
は
深
刻

さ
を
ま
し
て
い
た
。

保
存
食
の
山
菜
も
食
べ
つ
く
し
、

何
処
も
不
如
意
な
世
帯
の
中
か
ら
持

ち
寄
っ
た
味
噌
も
底
を
つ
い
た
。

町
の
味
噌
屋
に
何
と
か
都
合
を

つ

け
て
貰
わ
/
九
ま
い
け
と
山
を
お
り
る

老
人
達
を
案
じ
て
土
地
の
上
学
年
学

童
が
後
を
追
っ
た
。
ょ
う
よ
う
入
手

し
た
味
噌
桶
を
の
せ
た
リ
ヤ
カ
ー
を

前
引
き
後
押
し
し
て
寺
に
辿
リ
つ
い

た
時
の
安
堵
を
語
る

G
氏
の
顔
は
少

年
の
ひ
た
む
き
な
表
情
に
戻
る
。

「
持
ち
つ
持
た
れ
つ
で
す
ち
ゃ
。
あ

の
っ
さ
人
達
が
辛
い
時
代
の
村
の
者

達
の
心
を
結
ぶ
役
割
を
し
て
下
は
れ

た
と
も
い
え
ま
す
し
・
・
・
・
・
・
・
・
・
」

M
さ
ん
の
考
え
考
え
結
ぶ
言
葉
が

美
し
い
。

敗
戦
に
よ
っ
て
猿
楽
と
金
山
の
縁

は
終
っ
た
。
終
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
も

っ
と
深
い
交
流
が
脈
打
ち
は
じ
め
た
。

二
つ
の
学
校
の
少
年
少
女
は
大
人

に
な
っ
て
住
来
す
る
。
そ
の
度
に
、

あ
の
不
幸
な
経
験
を
二
度
と
す
る
こ

と
の
な
い
よ
う
に
、
と
語
り
合
っ
た
。

こ
の
認
識
が
二
つ
の
母
校
を
姉
妹

校
に
結
び
毎
年
八
月
に
な
る
と
両
校

思
い
出
し
た
く
も
.
一
度
と
行
き
た
く

も
な
い
と
い
う
声
も
聞
く
中
に
、
金

山
と
猿
楽
の
人
々
は
折
ふ
し
の
思
い

の
児
童
達
は

P
T
A
に
付
添
わ
れ
て

訪
ね
合
う
。
東
京
を
。
富
山
を
。

疎
開
児
童

へ
の
い
わ
れ
な
さ
い
じ

め
に
ど
れ
程
の
少
年
少
女
が
傷
つ
い

た
こ
と
か
、
そ
の
体
験
を
主
題
に
し

た
文
学
作
品
も
少
な
く
な
い
中
に
、

を
次
の
世
代
へ
と
語
り
送
っ
た
。
聞

き
継
い
だ
子
供
達
が
互
に
目
を
見
張

っ
て
出
合
う
日
が
近
づ
く
。

こ
の
話
に
感
動
し
た
私
を

時
は
御
案
内
し
ま
す
か
ら
是
非
み
人

な
に
会
っ
て
下
さ
い
。

と
誘
っ
て
下

さ
る

O
夫
人
の
声
が
電
話
の
向
う
か

ら
明
る
く
響
く
。

心
豊
か
な
人
々
と
同
じ
土
地
に
住

人
で
い
る
こ
と
の
し
あ
わ
せ
に
私
の

心
も
あ
た
た
か
く
ふ
く
ら
む
の
で
あ

そ
の

る
手 。
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県
民
公
附
太
間
山
ラ
ン
ド
本
辺
ゾ

ー
ン
の
な
か
の

一
書
大
き
な
池
で
あ

る
中
堤
池
に
新
た
に
貸
し
ボ

l
ト
が
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l はし
ト、ま
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jι 人
で来
ペり

ダ
ル
を
踏
ん
で
進
む
川
人
乗
り
の
サ

イ
ク
ル
ボ

l
ト
が
卜
艇
と
な
っ
て
い

ま
す
円
広
い
池
に
ボ

l
ト
を
消
ぎ
川

せ
ば
、
ア
メ
ン
ボ
や
ミ
ズ
ス
マ
シ
な
，

ど
の
水
辺
の
け
比
虫
が
忠
い
思
い
の
模

様
を
描
き
な
が
ら
、
水
面
を
滑
っ
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
人
懐
こ
い
野
鳥

た
ち
も
迎
え
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ

、っ
。

4 

ボ
ー
ト
に
乗
っ
た
感
じ
は
、
湖
両

を
吹
き
抜
け
て
ゆ
く
風
が
と
て
も
き

わ
や
か
で
心
地
良
い
、
社
い
夏
に
ビ

ッ
た
り
の
感
じ
。
あ
な
た
も
広
い
池

に
ボ

l
ト
を
漕
ぎ
だ
し
て
み
て
は
。

とな
なお

て 使
し、 m
，ま料
す金

は
次
σ〉
と
お



ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
努
め
て
い
ま
す
。
近

も
も

っ
て

い
ま
す
。

感
を
育
て
る
な
ど
人
間
性
回
復
と
い
っ
た
大
き
な
効
用

」
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
昭
和
五
十
八
年
に
策
定
さ

県
で
は
、

従
来
か
ら

「
県
民
ひ
と
り
一
ス
ポ
ー
ツ
」

を
提
唱
し
、

年
、
生
活
環
境
の
変
化
が
進
み
、

を
阻
害
す
る
要
因
が
増
加
す
る
に
つ
れ
、

県
民
の
心
身
の
健
康

健
康
の
保
持

れ
た
富
山
県
民
総
合
計
画
で
は
、
多
面
的
な
効
用
を
有

す
る
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
振
興
に
積
極

涯スポーツフランの概要

増
進
・
体
力
の
向
上
を
図
る
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク

す
。
ま
た
、
余
暇
の
増
大
な
ど
を
背
景
に
、

そ
の
活
動

的
に
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
の
計
画
づ
く
り
を
定
め
ま

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
活
動
へ
の
意
欲
が
強
ま
っ
て
き
て
い
ま

(
案
)
は
年
齢
、

i
l、

仰
に

pn

し
た
。
こ
の
程
公
表
さ
れ
た
「生
涯
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ン
」

体
力
、

各
人
の
好
み
な
ど
多
様

内
容
も
ま
す
ま
す
多
様
化
・
高
度
化
し
て
い
ま
す
。

方
、
ス
ポ
ー
ツ
・
リ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
、

な
二

l
ズ
に
応
じ
て

て
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
む
た
め
の

県
民
み
ん
な
が
生
涯
に
わ
た

っ

こ
の
よ
う

な
健
康
づ
く
り
と
い
っ
た
側
面
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
人

と
人
と
の
交
流
や
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
じ
て
連
帯

指
針
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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ぬ
く
た
め
に
、
国
策
と
し
て
健
康

・

体
力
づ
く
り
の
必
要
性
に
つ
い
て
啓

蒙
実
践
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

西
ド
イ
ツ
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
プ
ラ

ン
、
北
欧

(
ノ
ル
ウ
ェ
ー

σ〉

一
、
人
間
の
生
活
と
ス
ポ
ー
ツ

リ
ム
運
動
、
ア
メ
リ
カ
の
フ
ィ
ッ
ト

ス
ポ
ー
ツ
は
本
来
、
人
間
の
自
主

ネ
ス
運
動
や
エ
ア
ロ
ピ
ッ
ク
ス
、
イ

性
、
自
発
性
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
る

も
の
で
あ
り
、
健
康

・
体
力
づ
く
り

ギ
リ
ス
の
ス
ポ
ー
ツ
フ
ォ
ア
オ

l
ル

等
が
あ
り
ま
す
。

三
、
わ
が
国
の
ス
ポ
ー
ツ

や
望
ま
し
い
人
間
形
成
・地
域
社
会
に

お
け
る
連
帯
感
、
国
際
間
の
友
好
に

役
立
っ
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
先
進
国
と
言
わ
れ
る
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
は
、

一
般
に
地
域
の
生
活

二
、
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
諸
外
国
の

集
団
を
基
盤
と
す
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

動
向

ブ
を
中
心
に
育
っ
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
に
対
し
わ
が
国
で
は
、
学
校
の
校

友
会
活
動
と
し
て
競
技
ス
ポ
ー
ツ
中

心
に
育
っ
て
き
ま
し
た
。

ヨ
ー
ロ

ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
諸
国
で

は
、
文
明
病
に
む
し
ば
ま
れ
た
人
間

が
二
十
一
世
紀
以
降
も
力
強
く
生
き

-
プ
ラ
ン
の
性
格
と
役
割
目

こ
の

0

フ
ラ
ン
(
案
)
は
、
県
下
の
各

機
関
、
各
団
体
の
代
表
者
か
ら
な
る

生
涯
ス
ポ
ー
ツ

0

フ
ラ
ン
策
定
委
員
会

が
二
年
間
に
わ
た
っ
て
調
査
研
究
を

重
ね
て
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ン
は
、
県
民

の
参
加
と
理
解
の
も
と
、
県
、
市
町

村
、
民
間
等
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
明

ス
ポ
ー
ツ

・
レ

ク
リ
ェ

ー
シ
ョ
ン
の
県
民
共
通
の
新
し
い
目

確
に
し
て
、

標
と
方
策
と
を
定
め
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
富
山
県
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興

の
基
本
方
針
と
し
て
、
行
政
の
各
分

野
に
お
け
る
施
策
の
企
画
お
よ
び
実

施
の
総
合
性
、
計
画
性
、
実
効
性
を

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
昭
和
三
十

年
代
か
ら
日
本
の
復
興
と
経
済
の
高

度
成
長
と
が
相
ま
っ
て
、
昭
和
三
十

六
年
に
「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
法
」
が
公

布
さ
れ
、
昭
和
三
十
九
年
の
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
を
契
機
に
、
国

民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
へ
の
関
心
が
急

速
に
広
が
り
、
昭
和
四
十
七
年
文
部

大
臣
の
諮
問
機
関
で
あ
る
保
健
体
育

審
議
会
が
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
振
興

に
関
す
る
基
本
方
策
に
つ
い
て
答
申

し
、
国
民
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
実
施

に
む
け
、
具
体
的
な
方
向
を
打
ち
出

し
て
い
ま
す
。

四
、
本
県
の
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
取

り
組
み

(
こ
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及

・
発
展
期

昭
和
三
年
に
富
山
県
体
育
協
会
が

発
足
し
、
各
種
競
技
団
体
が
組
織
化

き
れ

ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
振
興
に
目

ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

戦
後
は
、

食
糧
事
情
や
生
活
状
態

が
極
度
に
悪
化
し
て
い
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
い
ち
早
く
復
興
し
、
昭
和

十
三
年
に
は
、
第
十
三
回
国
民
体
育

大
会
を
開
催
し
、
競
技
水
準
の
向
上

を
図
る
と
と
も
に
、
県
民
の
ス
ポ

l

ツ
に
対
す
る
関
心
が
著
し
く
高
ま
り

確
保
す
る
役
割
も
果
た
し
て
い
き
ま

す
。

-
プ
ラ
ン
(
案
)
の
構
成

司園・・

プ
ラ
ン
の
計
画
期
間
は
、
昭
和
六

十
年
度
か
ら
昭
和
六
十
五
年
度
ま
で

の
六
か
年
の
前
期
と
昭
和
六
十
六
年

度
か
ら
昭
和
七
十
五
年
度
の
十
カ
年

の
後
期
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
プ
ラ
ン
の
構
成
は
、
第

ニ""-
早

生
活
と
ス
ポ
ー
ツ

第
二
章

本
県
に
お
け
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
現

状
と
問
題
点
、
第
三
章

生
涯
ス
ポ

ー
ツ
の
め
ざ
す
も
の
、
第
四
章

事

2
 

業
計
画
、
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
事
業
計
画
に
つ
い
て
は

今
後
の
県
お
よ
び
市
町
村
に
お
け
る

整
備
計
画
な
ど
を
考
慮
に
入
れ
、
ま

た
、
計
画
の
進
展
に
応
じ
て
逐
次
修

正
し
て
い
き
ま
す
。

園
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ン

圏

園
(
案
)
の
概
要

醐

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ン
の
そ
れ
ぞ

れ
各
章
の
内
容
を
順
に
見
て
み
ま
し

ト
品
、
つ
ノ
。

土
A
F
1

し
れ
~
。

(
二
)
県
民
ひ
と
り
一
ス
ポ
ー
ツ
の

推
進昭

和
田
十
八
年
、
県
民
の
健
康

・

体
力
の
増
進
を
図
る
施
策
を
強
力
に

推
進
す
る
必
要
性
か
ら
「
県
民
ス
ポ

ー
ツ
の
普
及
振
興
に
関
す
る
基
本
方

策
に
つ
い
て
」
富
山
県
ス
ポ
ー
ツ
振

興
審
議
会
に
諮
問
し
ま
し
た
。

昭
和
五
十
年
の
同
審
議
会
の
答
申

に
よ
り
「
県
民
ひ
と
り
一
ス
ポ
ー
ツ
」

が
提
唱
さ
れ
、
指
導
者
、
組
織
、
施

設
等
を
柱
と
す
る
基
本
方
策
が
示
さ

れ
ま
し
た
。

3 

(
三
)
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
へ

近
年
の
技
術
革
新
の
進
行
に
伴
い

労
働
形
態
も
機
械
化
、
自
動
化
し
経

済
的
ゆ
と
り
と
と
も
に
余
暇
時
間
の

増
大
な
ど
県
民
の
生
活
内
容
は
大
き

く
変
化
し
て
い
ま
す
。
都
市
型
の
生

活
の
広
ま
り
ゃ
車
社
会
、
高
齢
化
社

会
へ
の
進
行
な
ど
か
ら
運
動
不
足
や

体
力
低
下
な
ど
が
社
会
的
な
課
題
と

な
り
、
ス
ポ
ー
ツ

・
レ
ク
リ
エ
|
シ

ョ
ン
活
動
振
興
の
目
標
を
、
こ
れ
ま

で
の
「
県
民
ひ
と
り

一
ス
ポ
ー
ツ
」

の
推
進
か
ら
「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
」
の

推
進
へ
と
発
展
さ
せ
て
い
ま
す
。



五
、
日
本
一
の
ス
ポ
ー
ツ
県
を
め
ざ

渡スポーツプランの概

す
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ン
を
県
民
の

プ
ラ
ン
と
し
て
着
実
に
推
進
し
、
全

体
の
目
指
す
方
向
と
し
て
、
次
の
三

つ
の
挑
戦
目
標
を
定
め
ま
し
た
。

(
こ
児
童
生
徒
の
体
力
に
つ
い
て

日
本

一
を
め
ざ
す
。

(
二
)
県
民
の
ス
ポ
ー
ツ
人
口
、
日

本
一
を
め
ざ
す
。

(
三
)
種
目
別
の
全
国
体
会
や
国
民

体
育
大
会
で
の
優
勝
を
め
ざ
す
。

第
二
章

本
県
に
お
け
る
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
の
現

状
と
問
題
点

現
一
、
児
童
生
徒
の
体
力
と
ス
ポ
l

状

活
動
で
は

(
こ
体
力

・
運
動
能
力
で
は
総
体

的
に
よ
い
が
児
童
は
低
い
。

二い日(
。常二

県化)

民 はま
の 必た
スず
ポ し運
l も動
ツ定
へ着ス
の しポ
参て l
加し、ッ
;1犬 なの

況
で
は

I 

さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
競
技
ス
ポ
ー
ツ

ん
也
凡
又
む
ま

+
D
一言
ロ
マ
J
U

イ
ベ
ン
ト
開
催
に
対
応

で
き
な
い
も
の
も
あ
る
。

ツ

(
二
県
民
の

人
に
一
人
は
ス
ポ

ー
ツ
を
行
っ
て
い
る
。

(
一
二
職
場
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ

レ
ク
リ
エ
|
シ
ョ

ン
活
動
は

で
あ
る
。

三
、
競
技
ス

ポ
ー
ツ
水
準
で
は

(
二
成
人
層
の

水
準
が
低
い
。

競
技
人
口
と
競
技

課

題

一、

児
童
生
徒
の
体
力
づ
く
り

小
中
高
校
生
を
通
じ
て
一
貫
し
た

基
礎
体
力
の
養
成
を
図
る
。

4 

一一
)
ジ
ュ
ニ
ア
層
に
お
け
る
優
秀

指
導
者
は
量
的
に
少
な
く
、
競
技
ス

な
選
手
が
少
な
い
。

ポ
l
ツ
で
は
優
れ
た
指
導
者
が
少
な
い
。

二
)
歴
史
の
浅
い
競
技
等
の
ス
ポ

一
ご
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
ェ

l
シ

低
調

ー
ツ
人
口
が
薄
い
。

ョ
ン
団
体
や
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
は
、

四

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
環
境
条
件
で

構
成
員
の
少
な
い
も
の
や
財
政
基
盤

の
脆
弱
な
も
の
が
あ
る
。

は
(
二
地
域
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
や
職

(
三
)
身
近
な
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
施
設
で
は
、
逐
次
整
備

場
ス
ポ
ー
ツ

・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

二
、
地
域
ス
ポ

頃除

貴男章

、減‘ e 桜

仁子
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宅レ

ー
ツ
の
推
進

5 

県
民
の
成
人

五
人
に
四
人
の

. 

也、

ノー ‘守
合e・ ・・一 、

ス
ポ
ー
ツ
人
口

~ 

を
め
ざ
し
、
県

民
ひ
と
り
一
ス

ポ

l
ツ
の
普
及

を
図
る
。

二
、
職
場
ス
ポ

ー
ツ

・
レ
ク
リ

ェ
l
、
ン
ョ
ン
の

振
興

「
従
業
者
ひ

と
り
一
ス
ポ

l

ツ
」
の
普
及
と

「
我
が
社
の
ス

ポ

ツ
」

の
育
成
を
図
る
。

四
、
競
技
力
の
向
上

が
ま
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
」

の
育
成
を
図

計
画
的
な
選
手
の
育
成

・
強
化
に

る
と
と
も
に
競
技
団
体
の
組
織
の
見

努
め
、
選
手
層
の
充
実
を
図
る
。

直
し
を
図
り
活
性
化
に
努
め
る
。

五
、
，
指
導
者
の
養
成
確
保

七
、
施
設

地
域
ス
ポ
ー
ツ
、
職
場
ス
ポ
ー
ツ

施
設
の
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
長

競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野

期
的
展
望
に
立
っ
て
計
画
的
な
整
備

に
お
け
る
計
画
的
な
指
導
者
の
養
成

に
努
め
る
と
と
も
に
県
、
市
町
村

や
資
質
の
向
上
を
図
る
。

民
間
の
役
割
分
担
を
明
確
に
す
る
。

六
、
組
織
の
拡
充

地
域
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
団
体
や
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充
実
と
活
用
。

mJ
昌

二
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
広
め
よ

つ
参
加
の
機
会
づ
く
り
や
情
報
提
供

の
拡
充
、
ク
ラ
ブ
や
団
体
な
ど
活
動

組
織
の
育
成
、
指
導
者
の
養
成
確
保
、

第
二
章
の
課
題
を
受
け
、
四
つ
の

ジ
ャ
ン
ル
の
中
で
、
指
導
者
、
組
織
、

身
近
な
体
育

・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整

施
設
等
を
含
め
て
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

に
立
っ
て
計
画
目
標
と
具
体
的
方
策

を
か
か
げ
て
い
ま
す
。
そ
の
主
な
も

の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

備
充
実
。

三
、
職
場
ス
ポ
ー
ツ

・
レ
ク
リ
ェ

l

シ
ョ
ン
活
動
を
進
め
よ
う

職
場
体
操
の
普
及
、
職
場
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
の
育
成
、
指
導
者
の
養
成

て
た
く
ま
し
い
子
供
を
育
て
よ
う

運
動
好
き
な
子
供
(
小
学
生
)
に

確
保
、
組
織
の
育
成
、
職
場
の
ス
ポ

育
て
る
た
め
「
体
力
つ
く
り
ノ

l
卜」

ー
ツ

・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
活
動
施

に
よ
る
体
力
増
強
の
推
進
、

ス
ポ

l

設
の
整
備
工
夫
。

ツ
で
心
と
体
の
鍛
練
を
(
中
学

・
高

校
生
)
を
図
る
た
め
高
度
な
運
動
技

能
の
習
得
、
学
校
体
育
施
設
の
整
備

四
、
ス
ポ
ー
ツ
水
準
を
高
め
よ
う

優
秀
選
手
の
育
成
強
化
、
二
千
年

国
体
実
現
に
向
け
て
の
開
催
準
備
体
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制
の
確
立
、
イ
ベ
ン
ト
の
計
画
的
開

催
、
優
秀
な
コ
ー
チ
の
育
成
、
競
技

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
計
画
的
整
備
。

策
を
具
体
的
に
期
別
(
前
期

・
後
期
)

の
計
画
目
標
を
立
て
て
事
業
の
推
進

を
図
っ
て
行
き
ま
す
。
県
な
ど
が
関
与

す
る
主
要
な
事
業
の
内
容
は
、
次
の

通
り
で
す
。

一
、
た
く
ま
し
い
子
供
を
育
て
よ
う

県
立
高
校
に

「
歩
く
ス
キ
l
」

の
整
備
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
中
学

校
の
第
二
体
育
館
は
十
五
学
級
以
上

の
大
き
い
学
校
を
目
標
に
三
十
一
校

に
、
格
技
場
は
現
在
の
五
十
二
校
か

ら
八
十
校
に
、
プ
ー
ル
は
五
十
六
校

か
ら
六
十
六
校
に
増
や
し
ま
す
。
高

校
で
は
、
第
二
体
育
館
を
二
十
二
校

あ
る
の
を
三
十
八
校
に
、
格
技
場
は

あ
と
二
校
設
定
し
て
三
十
九
校
に
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
場
は
四
十
三
校
を
目

標
に
、
プ

l
ル
も
障
害
児
学
校
を
中

心
と
し
て
八
校
に
整
備
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

五
カ
所
に
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
百
四
面

を
二
百
五
十
六
面
に
、
体
育
館
六
十

五
カ
所
を
八
十
一
カ
所
に
、
柔
剣
道

場
二
十
三
カ
所
を
三
十
一
カ
所
、
。
フ

ー
ル
六
十
八
カ
所
を
七
十
一
カ
所
に

増
や
し
ま
す
。
野
外
活
動
施
設
の
整

備
に
つ
い
て
も
地
区
お
よ
ぴ
近
隣
公

園
の
広
き
が
県
民
一
人
当
り
一

平
方
灯
を
三

・
O
平
方
灯
と
目
標
整

備
水
準
を
た
て
て
い
ま
す
。

ま
た

市
町
村
が
国
体
の
開
催
に

対
応
で
き
る
施
設
(
サ
ッ
カ
ー
場
、

ラ
グ
ビ
ー
場
、
軟
式
野
球
場
、
ホ
ッ

ケ

l
場
)
を
整
備
し
よ
う
と
す
る

時
の
補
助
制
度
の
強
化
を
し
ま
す
。

さ
ら
に
学
校
体
育
施
設
の
開
放
を
さ

ら
に
促
進
す
る
た
め
の
小

・
中
学
校

の
運
動
場
照
明
施
設
を
百
校
か
ら
百

六
十
校
に

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
も
十

カ
所
か
ら
六
十
三
カ
所
に
増
や
し

開
放
校
を
現
在
の
二
百
一
校
か
ら
全

校
の
三
百
三
十
五
校
の
開
放
を
め
、
ぎ

し
ま
す
。
高
校
で
も
運
動
場
照
明
を

毎
年
一
校
ず
つ
設
置
し
八
校
を
二
十

四
校
に

昭
和
六
十
五
年
ま
で
に
四

十
五
校
を
開
放
し
ま
す
。

三
、
職
場
ス
ポ
ー
ツ

・
レ
ク
リ
ェ

l

シ
ョ
ン
活
動
を
進
め
る

二
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
広
め
よ
う

地
域
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
広
め
る
た

め
、
「
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
日
」
の
制
定
、

「
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
」
の
設
置
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
夏
、
冬
と
県
民
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
大
会
、
県
民
ス
ポ
ー
ツ

大
学
校
な
ど
を
開
催
し
、
県
民
の
ス

ポ
l
ツ
に
参
加
す
る
機
会
を
増
や
し

ま
す
。
ま
た
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に

応
じ
た
ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作

成
し
情
報
提
供
に
努
め
ま
す
。
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
振
興
指
定
市
町
村
は
、
〈
玉

県
下
三
十
五
市
町
村
の
指
定
を
め
ざ

し
、
我
が
ま
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
の
育
成

を
図
り
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ

巴

ー
シ
ョ
ン
団
体
の
七
団
体
を
十
二
回

体
に
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
も
四
百
三
十

一
団
を
七
百
八
十
回
に
育
成
し
ま
す
。

社
会
体
育
指
導
者
を
三
千
三
百
二
十

人
か
ら
五
千
八
百
五
十
人
に
、
八
ム
共

社
会
体
育
館
お
よ
ぴ
指
定
キ
ャ
ン
プ

地
管
理
指
導
員
を
三
十
一
人
か
ら
三

十
四
人
に
、
ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ
ー
パ

ン
ク
も
千
九
百
六
十
五
人
か
ら
五
千

八
百
五
十
人
に
増
員
し
、
傷
害
補
償

で市制
は町度
運村も
動の導
広ス入
場ポし
百 l ま
十ッす
カ施 。
所設
をの
百整
四 1Fm
十

-職
場
体
操
や
軽
ス
ポ
ー
ツ
の
開
発
、

普
及
、
巡
回
指
導
を
通
じ
「
我
が
杜

の
ス
ポ
ー
ツ
」
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

四
、
ス
ポ
ー
ツ
水
準
を
高
め
る

---'-
/、

強
化
選
手
と
コ

l
チ
の
指
定
制
度

を
導
入
し
ま
す
。
六
十
七
年
全
国
中

学
校
選
抜
大
会
、
六
十
九
年
全
国
高

校
総
合
体
育
大
会
、
七
十
五
年
の
二

千
年
国
体
を
め
、
ぎ
し
て
、
ジ
ュ
ニ
ア
対

策
事
業
を
五
種
目
か
ら
三
十
三
種
目

に
、
優
秀
コ
l
チ
の
育
成
を
八
百
名
か

ら
千
三
百
名
に
増
員
し
ま
す
。
ま
た
、

二
千
年
国
体
を
め
ざ
し
た
施
設
と
し

て
、
五
十

M
競
泳

0

ア
ー
ル
、

二
十
五

れ
補
助
プ
ー
ル
、

フ

十
灯
飛
込
プ
l
ル、

射
撃
場
、
漕
艇
場
等
を
整
備
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー

に
陸
上
競
技
場
、

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を

つ
く
る
ほ
か
、

五
十
日
温
水
プ

l
ル

の
付
設
施
設
と
し
て
飛
込
プ
!
ル
棟
、

補
助
プ

l
ル
棟
、
中
ア
リ
ー
ナ
を
含
む

研
修
棟
の
建
設
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
高
校
総
合
体
育
大
会
、
国
体

の
開
会
式
の
メ
イ
ン
会
場
と
な
る
大

規
模
運
動
公
園
の
整
備
に
つ
い
て
は

基
本
構
想
を
掲
げ
、
県
民
へ
の
利
便
性
、

競
技
会
運
営
の
効
率
性
等
を
配
意
し

た
も
の
を
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
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県
で
は
、
富
山
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
構
想
の

一
端
と
し
て
富
山
県
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
推
進
懇
談
会
を
訟
置
し
、
バ
イ
オ
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
研
究
開
発
の
推
進
を
図
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
農
業
お
よ

ぴ
水
産
業
の
技
術
革
進
に
よ
る
飛
躍
的
な

発
展
を
め
ざ
し
て
昭
和
五
十
九
年
度
か
ら

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
研
究
で
は
、

県
の
各
試
験
研
究
機
関
が
大
き
な
課
題
に

つ
い
て
共
同
し
て
研
究
を
行
い
、
研
究
の

効
率
化
、
内
容
の
充
実
、
精
度
の
向
上
を

図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
研
究
の
企

画
立
案
お
よ
び
効
果
的
な
推
進
を
図
る
た

め
、
農
業
水
産
部
技
術
会
議
の
場
で
検
討

を
行
い
な
が
ら
、
園
、
大
学
、
民
間
企
業

の
研
究
機
関
と
連
携
を
図
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

、
バ
イ
オ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
と
は
、

「
生
物

自
体
や
そ
れ
が
も
っ
機
能
を
有
効
に
利
用

す
る
技
術
」
と
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、
そ

の
技
術
・
手
法
も
遺
伝
子
組
換
え
や
細
胞

融
合
等
の
遺
伝
子
操
作
、
組
織
培
養
等
の

細
胞
培
養
、
発
酵
等
の
微
生
物

・
酵
素
利

用
な
ど
の
様
々
な
広
い
分
野
に
わ
た
っ
て

い
ま
す
。

{， 

が
分
っ
て
お
り
、
本
県
に
お
い
て
も

「
五
」
品
種
の
育
成
技
術
を
確
立
し
、

病
気
や
害
虫
に
強
く
て
味
の
良
い
、

収
量
の
多
い
品
種
を
育
成
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

富
山
県
は
、
昔
か
ら
種
も
み
の
生

産
県
で
、
全
国
流
通
量
の
七
十
一任
を

占
め
て
お
り
、
水
稲
の
優
良
品
種
育

成
は
、
県
農
業
の
重
要
な
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。

d

司
水
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円
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験
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一
部
を
人
工
的
な
培
地
の
上
で
培
養

し、

一
個
の
作
物
体
に
す
る
こ
と
を

い
い
ま
す
。

従
来
の
水
稲
の
品
種
改
良
で
は

温
室
で

一
年
間
に
三
回
の
稲
刈
り
を

行
っ
て
も
十
二
年
間
か
ら
十
三
年
間

の
長
い
年
月
を
要
し
て
い
ま
し
た
。

そ

で
現

(在
荷?
)水

を稲
試の
験花
官粉
のを
中包

ん
で
い
る
袋

で
培
養
す
る
技
術
を
確
立
し
、
従
来

の
品
種
改
良
技
術
と
組
み
合
わ
せ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
優
良
品
種
の
育
種

ミ
ミ
宅

ts-

!旬、・

一
、
テ
ト
ラ
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
品
種
の

育
成

「
テ
ト
ラ
」
と
は
、
ギ
リ
シ
ャ
語

で
数
字
の
四
を
意
味
し
ま
す
。
一

般

に
植
物
は
、
染
色
体
が

n
の
倍
数

二

n
l二
倍
体
)
で
す
が
、
チ
ユ
|

リ
ッ
プ
の
成
長
点
を
組
織
培
養
し
て

四
倍
体
の
新
品
種
を
育
成
し
よ
う
と

年
限
を
大
幅
に
短
縮
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。

種
しこ
なの
い方
で法

は
お?
をも
試み
験を
管水
で田
培に
養播

し
ま
す
の
で

い
ろ
い
ろ
の
組
み
合

わ
せ
を
大
量
に

し
か
も
、
約
を
凍

結
保
存
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
年
間
を

通
し
て
品
種
改
良
が
で
き
る
利
点
が

あ
り
ま
す
。

五1水j
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主湾ゴ

味
し
、

両
親
の
組
み
合
わ
せ
を
う
ま

B 

く
行
う
と
、
両
親
よ
り
も
優
れ
た
形

質
を
持
つ
こ
と
と
な
り
、

こ
の
性
質

を
利
用
し
た
も
の
を
「
日
」
品
種
と

い
い
ま
す
。

「
巳
」
品
種
は

一
般
に
野
菜

花
き

飼
料
作
物
等
で
よ
く
使
わ
れ

て
い
ま
す
が

水
稲
は
同
じ
花
の
中

で
受
粉
す
る

い
わ
ゆ
る
自
家
受
紛

作
物
の
た
め
雑
種
の
水
稲
を
作
る
こ

と
が
非
常
に
困
難
で
す
。

し
か
し
、

オ
シ
ベ
の
機
能
を
失
っ

た
雄
性
不
稔
系
統
の
ィ
、不
の
利
用
に

よ
り
「
巳
」
品
種
「
ハ
イ
ブ
リ
y

ド

ラ
イ
ス
」
を
能
率
よ
く
作
れ
る
こ
と

す
る
も
の
で
す
口

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
品
種
改
良
は
、

国
内
で
は
、
富
山
県
に
お
い
て
の
み

行
わ
れ
て
お
り
、
本
県
の
新
品
種
育

成
が
全
国
の
市
場
に
大
き
な
影
響
を

与
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

テ
卜
ラ
チ
ュ
ー
リ

ッ
プ
は
、
大
輪、

大
型
の
品
種
に
な
る
こ
と
が
分
か
っ

て
お
り
、
今
後
の
開
発
に
期
待
が
よ

せ
ら
れ
て
い
ま
す
っ

二
、
匪
培
養
に
よ
る
ユ
リ
の
種
晶
雑

種
育
成

本
県
の
カ
ノ
コ
ユ
リ
は
地
域
特
産

A野菜花き試験場でのチューリップ育成研究
g 

物
と
し
て
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
と
と
も
に

有
名
で
す
。
し
か
し
、
カ
ノ
コ
ユ
リ

は
、
最
近
生
産
量
が
伸
び
悩
み
と
な

っ
て
お
り
、
新
品
種
の
育
成
を
図
り
、

生
産
量
を
拡
大
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。ユ

リ
は

一
般
に
カ
ノ
コ
ユ
リ
と

テ
ッ
ポ
ウ

ユ
リ
の
よ
う
な
種
間
で
は

受
精
す
る
こ
と
が
で
き
て
も
種
子
に

ま
で
成
長
し
な
い
で
死
ん
で
し
ま
い

ま
す
。

し
か
し
、
受
精
し
た
佐
の
一
部
を

切
り
と
っ
て
組
織
培
養
す
る
と
植
物



体
ま
で
成
長
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、
カ
ノ
コ
ユ
リ
を
べ

l
ス
に

い
ろ
い
ろ
な
ユ
リ
と
交
配
さ
せ
ユ
リ

微
生
物
に
よ
る

害
虫
防
除
ι

(
農
業
試
験
場
)

の
新
品
種
を
育
成
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

イ
ネ
ミ
ズ
ゾ
ウ
ム
シ
は
、
昭
和
五

十
七
年
富
山
県
に
侵
入
し
て
き
た
水

‘
ュ
リ
の
支
配
(
花
柱
切
断
受
粉
)4

司サ
ク
ラ
マ
ス
の
成
長
を
調
べ
ま
す
。

~U..I目

稲
の
害
虫
で
す
。
イ
ネ
ミ
ズ
ゾ
ウ
ム

シ
は
、
日
本
に
は
メ
ス
し
か
い
な
い

の
で
す
が
、
単
為
生
殖
に
よ
る
繁
殖

力
が
大
き
い
こ
と
や
水
や
泥
の
中
で

も
生
息
す
る
た
め
、
農
薬
に
よ
る
防

除
だ
け
で
は
、
十
分
な
効
き
め
が
あ

り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
土
壌
中
の
糸
状
菌
を
利

用
し
て
ィ
、
不
ミ
ズ
ゾ
ウ
ム
シ
の
生
物

的
防
除
技
術
を
開
発
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
す
。

昨
年
十
二
月
、
本
県
で
初
め
て
双

子
の
メ
ス
の
肉
牛
が
乳
牛
か
ら
生
れ

知
事
が
置
県
百
年
に
ち
な
み
「
と
み

え
」
、
「
も
も
え
」
と
命
名
し
ま
し
た

が
、
こ
の
双
子
は
現
在
す
く
す
く
と

育
っ
て
い
ま
す
。

牛
は
一
年
に

一
頭
し
か
子
を
生
む

こ
と
が
で
き
ず
、
急
速
な
増
殖
を
望

む
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
牛
の
受
精

卵
移
殖
は
、
発
育
や
肉
質
の
良
い
優

良
な
肉
牛
の
受
精
卵
を
乳
牛
に
二
個

ず
つ
移
殖
し
、
肉
牛
の
増
殖
を
図
ろ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

受
精
卵
の
凍
結
保
存
技
術
や
分
割

微
生
物
・
酵
素
利
用

に
よ
る
未
利
用
柿
の

発
酵

三
社
柿
の
干
柿
は
、
地
域
特
産
物

と
し
て
有
名
で
す
が
、
干
柿
に
す
る

一
個
が
約
二
百
守
以
上
の
重

場
合
、

‘
ィ
ネ
ミ
ズ
ゾ
ウ
ム
シ

4

司
糸
状
菌
に
よ
り
侵
さ
れ
た
イ
ネ
ミ
ズ
ゾ
ウ
ム
シ
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移
殖
技
術
の
実
用
化
に
よ
り
、
牛
の

受
精
卵
保
存
パ
ン
ク
も
生
れ
て
く
る

き
が
必
要
と
さ
れ
、
す
べ
て
の
果
実

を
干
柿
の
原
料
と
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

一
個
二
百
句
以
下
の
規

格
外
や
傷
の
つ
い
た
柿
を
利
用
し
て

柿
ワ
イ
ン
、
柿
ブ
ラ
ン
デ
ー
、
柿
酢

な
ど
を
作
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

そ
こ
で
、

」
の
場
合
の
醸
造
は
、
能
力
の
高
い

発
酵
菌
を
作
り
出
し
て
反
応
を
連
続

的
に
行
う
バ
イ
オ
リ
ア
ク
タ
ー
を
活

用
す
る
こ
と
と
し
、
発
酵
の
能
率
化

を
図
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

魚
類
は
、
他
の
動
物
と
同
じ
く
オ

ス
と
メ
ス
の
生
れ
る
割
合
が
一
対

一

に
近
い
の
で
す
が
、
サ
ク
ラ
マ
ス
で

は
大
き
く
成
長
す
る
メ
ス
が
珍
重
き

れ
ま
す
。

サ
ク
ラ
マ
ス
は
、
名
産
「
ま
す
の

す
し
」
の
材
料
と
し
て
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
高
級
魚
で
あ
り
資
源
の

増
大
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
サ
ク
ラ
マ
ス
の
メ
ス

だ
け
が
生
れ
る
技
術
を
開
発
し
資
源

の
増
大
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

で
し
ょ
う
。

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
研
究
は

今
、
は
じ
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。
今

後
の
技
術
開
発
に
負
う
と
こ
ろ
が
多

い
の
で
す
が
、
県
内
の
農
業
お
よ
ぴ

水
産
業
に
活
力
を
与
え
る
う
え
で
重

要
な
要
素
と
言
え
ま
す
。

今
回
こ
こ
に
紹
介
し
た
研
究
は
従

来
の
研
究
に
比
べ
て
研
究
方
法
も
確

立
さ
れ
て
お
ら
ず
、
基
礎
的
な
分
野

の
解
決
も
必
要
で
あ
り
、
県
で
は
、

国
立
の
研
究
機
関
、
大
学
の
研
究
室

に
研
究
員
を
派
遣
し
人
材
の
育
成
に

も
努
め
て
い
ま
す
。

研
究
の
推
移
に
つ
い
て
は
、
長
い

目
で
見
守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
農
業
及
ぴ
水

1 1 

産
業
分
野
の
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー

に
つ
い
て
ご
教
示
く
だ
さ
る
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
ら
次
の
と
こ
ろ
ま
で
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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司
水
槽
が
移
る
ご
と
に
浄
化
さ
れ
て

い
き
ま
す

J
 

水
を
高
岡
・
新
湊
の
臨
海
工
業
地
区

へ
供
給
し
で
い
ま
す
。

今
回
は
、
こ
の
和
田
川
水
道
管
理

所
を
富
山
市
に
お
住
ま
い
の
岡
田
渥

子
さ
ん
に
ル
ポ
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た。和
田
川
水
道

管
理
所
を
見
学
し
て

日
本
の
昔
ぱ
な
し
に
は
よ
く
川
が

出
て
来
て
、
主
人
公
が
洗
濯
を
し
た

降
り
続
い
た
雨
で
た
っ
ぷ
り
と
水

分
を
含
ん
だ
木
々
の
緑
が
む
せ
か
え

る
よ
う
な
一
日
、
十
一
万
平
方
れ
と
い

う
広
大
な
敷
地
の
中
央
あ
る
和
田
川

水
道
管
理
所
を
お
た
ず
ね
し
ま
し
た
。

」
こ
で
は
飲
料
水
と
工
業
用
水
の

二
つ
を
作
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
飲
料

水
は
、
高
岡
市
と
射
水
上
水
道
企
業

団
と
へ
合
わ
せ
て
一
日
に
六
万
六
千

八
百
立
方
日
給
水
し

工
業
用
水
を

新
湊
市
と
高
岡
市
に
あ
る
四
十
五
の

工
場
に
二
十
三
万
立
方
れ
給
水
し
て

い
ま
す
。
大
き
な
水
の
問
屋
だ
と
言

え
ま
す
。

そ
れ
で
は
汚
れ
た

川
の
水
が
ど
の
よ
う

な
方
法
で
清
浄
に
な

っ
て
私
達
の
口
に
入

り
工
場
で
使
わ
れ
る

水
に
な
る
の
で
し
ょ

う
か
。
所
長
か
ら
図

面
や
施
設
の
中
、
そ

し
て
実
際
に
外
に
出

て
て
い
ね
い
に
説
明

し
て
い
た
だ
き
ま
し

た。
和
田
川
か
ら
引
き

込
ま
れ
た
水
の
溶
解

り
、
舟
で
渡
っ
た

り
、
泳
い
だ
り
し

ま
す
。
遊
ぴ
場
で

あ
り
、
生
活
そ
の

も
の
で
あ
っ
た
り

し
ま
す
。

今
も
上
水
道
の

発
達
し
て
い
な
い

未
開
国
で
は
、
生

活
用
水
と
し
て
川

の
水
が
、
そ
の
ま

ま
用
い

ら
れ
て

い
る
と

こ
ろ
が

少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
上
手
で
お

し
め
を
洗
っ
て
い
て
、
す

ぐ
下
手
で
皿
を
洗
っ
て
い

た
り
し
ま
す
。
ど
う
み
て

も
不
潔
だ
と
思
い
ま
す
が

川
の
水
に
は
有
機
物
を
無

機
物
に
か
え
て
し
ま
う
自

物
を
パ

ッ
ク
さ
せ

消
毒
を
し
て

ろ
過
し
、
塩
素

呼
ば
れ
る
地
中
の
タ
ン
ク
に
貯
め
ら

い
っ
た
ん
浄
水
池
と

れ
た
も
の
が
飲
料
水
、
溶
解
物
を
パ

ッ
ク
し
た
だ
け
の
う
わ
水
を

し
て
い
る
の
が
工
業
用
水
で
す
。

ろ
過
池
と
呼
ば
れ
て
い
る
水
槽
は

直
角
三
角
形
が
二
十
四
集
ま
っ
て
出

来
て
い
ま
す
。
こ
の
池
に
沈
で
ん
池

フ
ォ
ン
方
式
で
流
し

か
ら
送
り
込
ま
れ
て
来
た
水
を
サ
イ

下
に
敷
き
つ

め
で
あ
る
砂
の
層
を
通
し
て
小
さ
な

す
る
た
め
の
砂
も

ゴ
ミ
を
取
り
除
い
て
い
ま
す
。

一
日
一
回

時
間
か
け
て
洗
濯
し
て
清
潔
に
す
る

そ
う
で
す
。
こ
の
行
程
を
経
る
た
ぴ

に
美
し
く
出
来
上
っ
て
い
く
水
を
見

て
、
実
に
う
ま
い
し
く
み
に
な
っ
て

い
る
ナ
/
と
感
心
し
ま
し
た
。

日
々
の
暮
し
に
美
し
い
水
は
、
欠

く
こ
と
の
出
来
な
い
も
の
の
一
つ
で

す
。
私
達
の
祖
先
が

随
道
(
{
八
ぐ
り
)
を
堀
る
な
ど
‘
治
水

水
路
を
変
‘
ぇ

に
努
め
ま
し
た
。
大
門
川
が
庄
川
の

本
流
と
な
っ
た
寛
文
の
頃
か
ら
重
要

な
生
活
水
路
と
し
て
活
用
さ
れ
て
き

た
和
田
川
は
、
戦
後
、
総
合
開
発
に

よ
る
水
資
源
と
し
て
、
新
産
業
都
市

使
用

ろ
過

、今

企水量、水質などコントロールしています

14  

浄
作
用
と
い
う
も
の
が
あ
っ
て
、
そ

れ
が
自
然
に
働
き
、
何
ご
と
も
な
か
っ

た
か
の
よ
う
に
と
う
と
う
と
し
た
流

れ
を
つ
く
っ

て
い
る
の
で
す
。
そ
ん
な

川
の
水
を
飲
料
水
と
し
て
、

又
工
業

用
水
と
し
て
利
用
す
る
た
め
に
ダ
ム

が
出
来
、
浄
水
場
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

建
設
の
役
割
を
果
し
て
い
ま
す
。
蛇

口
を
ひ
ね
る
と

ジ
ャ
ー
と
水
が
出

て
来
て
、

い
つ
で
も
好
き
な
だ
け
使

う
こ
と
が
出
来
る
。
そ
ん
な
あ
た
り

前
の
こ
と
が
、
自
然
の
大
き
な
恵
み

と
人
々
の
た
ゆ
み
な
い
働
き
と
に
よ

っ
て
、
支
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
し

み
じ
み
と
わ
か
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

レ
ポ
ー
タ
ー

岡
田
渥
子

県
広
報
課
で
は

」
の
「
私

の
県
政
ル
ポ
」

の
コ
ー
ナ
ー
に

参
加
・
協
力
し
て
下
さ
る
レ
ポ

ー
タ
l
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

15  

V
応
募
要
領

応
募
は
葉
書
ま
た
は
電
話
で

表

回国ロロロ

「富富
私山山
の県市
県知新
政事総
ル公曲
ポ室一輪
罷広番
由報七
地諜号

見
た
い
施
設
名
な
ど

氏
名

住
所

連
絡
先
(
電
話
番
号
)

性
別
・
年
齢
・
職
業

(注
)

グ
ル
ー
プ
の
場
合
は
代

表
者
の
も
の
で
お
願
い

し
ま
す
。

裏V
電
話
で
の
応
募
お
よ
び
問
い

合
わ
せ

県
広
報
課
告

(O
七
六
四
)
二
二

l
四
一

一
一
(
内
三
二
八
)



シ
リ
ー
ズ

成
人
病
の
予
防

(
3
)

ほ
人
司
当
日
市
叫

運
動
が
健
康
や
体
力
の
維
持
増
進
、

あ
る
い
は
疾
病
の
予
防
や
治
療
に
効

果
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
以
前
か

ら
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
運
動
生
理

学
の
進
歩
に
よ
っ
て
、
疾
病
に
お
け

る
運
動
効
果
が
科
学
的
に
明
ら
か
に

な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
の
、

日
常
生
活
の
近
代
化

・
機
械
化
に
伴

っ
て
い
わ
ゆ
る
運
動
不
足
病
が
増
加

し
、
健
康
の
維
持
、
疾
病
の
予
防
に

対
す
る
運
動
の
重
要
性
が
ま
す
ま
す

注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。そ

こ
で
、

動
脈
硬
化
や
糖
尿
病
、

高
血
圧
な
ど
に
及
ぼ
す
運
動
の
効
果

に
つ
い
て
簡
単
に
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

動

脈

硬

日
羽
戸
爪
百
人
'v
u
+
4

4
H
3

日月
γ
官

J
1
1
k

動
脈
に
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
な
ど
が
沈
着
し
、

血
管
が
狭

く
な
っ
た
り
、
硬
く
な
る
こ
と
を
い

い
ま
す
。
こ
の
原
因
の
ひ
と
つ
と
し

て
は
血
液
中
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

・

化

中
性
脂
肪
の
増
加
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

運
動
を
す
る
と
中
性
脂
肪
が
工
、不

ル
ギ

l
源
と
し
て
使
用
さ
れ
る
の
で
、

こ
れ
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
持
久
的
な
運
動
を
行
う

こ
と
に
よ
っ
て
代
謝
の
し
く
み
が
円

滑
に
な
り
、
そ
の
結
果
、
血
中
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
値
も
下
り
、

コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
の
質
も
よ
く
な
る
(
い
わ
ゆ

る
善
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
増
え
る
)

こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

糖

尿

病

糖
尿
病
は
簡
単
に
言
え
ば
イ
ン
シ

ュ
リ
ン
と
い
う
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
が

慢
性
的
に
不
足
し
て
糖
分
の
処
理
が

う
ま
く
い
か
な
く
な
り
、

血
糖
(
血

液
中
の
ぶ
ど
う
糖

が
多
く
な
り
す

ぎ
て
尿
に
も
糖
が
で
る
と
い
う
病
気

で
す
。糖

尿
病
の
治
療
に
運
動
が
重
要
だ

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
理
由

は
、
運
動
に
よ

っ
て
筋
肉
が
働
き
、

赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
は
、
県
民

の
皆
さ
ん
の
暖
か
い
善
意
に
支
え
ら

れ
て
、
県
内
の
医
療
機
聞
か
ら
の
血

法
需
要
に
応
え
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
近
年
の
医
療
技
術
の
進
歩
は
め

ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
り
そ
れ
に
つ

れ
て
血
液
の
需
要
は
、
増
加
の

一
途

を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

献
血
の
あ
ゆ
み

輸
血
が

一
般
的
に
な
っ
た
き
っ
か

け
は
、
昭
和
五
年
、
当
時
の
浜
口
雄

幸
首
相
が
東
京
駅
で
狙
撃
を
う
け

血

よ
り
生
命
を
と

と
め
fこ
事

件
か
ら
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
売
血
等
に
よ
り
、

し可

わ

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
燃
焼
さ
れ
、
糖
分
の

利
用
が
行
わ
れ
る
か
ら
で
す
。

ふ
つ
う
糖
分
が
利
用
さ
れ
る
と
き

は
、
そ
れ
に
見
合
う
量
の
イ
ン
シ
ュ

リ
ン
が
必
要
で
す
が
、
運
動
を
す
る

と
、
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
を
節
約
し
な
が

ら
糖
分
の
消
費
を
き
か
ん
に
す
る
こ

と
が
で
き
、
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
を
使
わ

な
く
て
も
血
糖
値
を
下
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

高

血

高
血
圧
に
つ
い
て
は
、
運
動
の
種

類
を
選
ぶ
こ
と
が
大
切
で
す
。
重
量

上
げ
の
よ
う
な
運
動
は
、
筋
肉
の
中

の
張
力
が
高
ま
り
、
血
液
の
通
り
が

悪
く
な
る
の
で
、
必
要
な
血
流
を
保

つ
た
め
に
血
圧
が
上
が
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
そ
れ
に
比
べ
体
操

・
歩
行
な

ど
の
運
動
は
、
筋
肉
の
張
力
は
変
わ

り
ま
せ
ん
の
で
、
血
液
の
流
れ
に
も

抵
抗
が
起
き
ま
せ
ん
。

こ
の
こ
と
か
ら
高
血
圧
に
は
、
重

量
上
げ
の
よ
う
に
力
を
出
す
運
動
は

逆
効
果
に
な
り
、
体
操
・
歩
行
の
よ

う
な
軽
度
の
運
動
が
適
当
と
い
え
ま

す。
こ
の
よ
う
に
、
運
動
は
そ
れ
ぞ
れ

ゆ
る
「
黄
色
い
血
」
が
社
会
問
題
と

な
っ
た
た
め
、
売
血
制
度
の
幣
害
を

な
く
し

「
輸
血
に
必
要
な
血
液
を

献
血
で
確
保
す
る
。
L

と
い
う
昭
和

十
九
年
八
月
の
閣
議
決
定
に
基
づ
い

て
、
現
行
の
献
血
制
度
が
発
足
し
、

今
年
で

す
。

二
十
一
年
を
迎
え
て
い
ま

献
血
の
現
状

昭
和
五
十
九
年
度
中
、
富
山
県
内

で
は
、
延
べ
七
万
七
千
七
百
九
十
八

人
の
方
々
に
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た。
現
行
の
献
血
制
度
が
本
格
的
に
ス

タ
l
卜
し
た
昭
和
四
十
年
度
の
四
千

八
百
九
十

一
人
と
比
較
す
る
と
隔
世

の
感
が
あ
り
ま
す
。

献
血
の
ほ
と
ん
ど
が
移
動
採
血
車

に
よ
る
も
の
で
、
そ
の
割
合
は
九
十

七
・
四
江
と
な
っ
て
い
ま
す
。

献
血
の
血
液

献
血
い
た
だ
い
た
血
液
に
つ
い
て

は
、
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
で
所

定
の
検
査
を
行
っ
た
後
、
全
血
製
剤
、

血
液
成
分
製
剤
等
を
製
造
し
て
医
療 圧

の
疾
病
に
、
あ
る
程
度
の
効
果
が
期

待
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
同
じ
疾
病

て
は
な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
か

ら
、
疾
病
の
あ
る
人
は
、
必
ず
医
師

で
も
、
重
症
度
、
合
併
症
、
年
齢
な
の
指
示
の
も
と
に
運
動
を
し
ま
し
ょ

ど
の
違
い
に
よ
っ
て
、
運
動
を
行
っ
う
。

身
体
を
運
か
す
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か

機
関
へ
供
給
し
て
い
ま
す
口

な
お
、
輸
血
を
受
け
た
場
合
に
は

血
液
製
剤
の
薬
剤
料
の
自
己
負
担
相

当
額
を
患
者
さ
ん
か
ら
の
請
求
に
基

づ
い
て
還
元
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、

献血すると生化学的検査結果が通知されますので

自分の健康管理に役立てることもできます。

16  

梅毒検査 HBS抗原 肝機能検査
献血者数④ 検 査 その他 計⑮ ⑮/⑧ 

陽性者数 陽性者数 異常値者数

人 人 人 人 人 人 % 

77，798 173 1，621 1，425 1，124 4，343 5.6 

(注)検査の結果については、厳重に管理し、本人以舛は一切連絡しません。

守フ

医
療
機
関
、
県
赤
十
字

血
液
セ

ン
タ
ー
ま
た
は
県
薬
務
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

普
意
の
人
々
に
よ
る
貴
重
な
血
液

が
多
く
の
患
者
の
医
療
に
役
立
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し

一
部
の
血
液
製

4
司
職
場
で
の
献
血
も
行
わ
れ
て
い
ま
す

目前‘
¥
章
，

mMw 

e

一憲
一岬

剤
に
つ
い
て
は
、
輸
入
血
液
に
頼
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
現
状
に
あ
り
ま

す
。科

学
の
進
ん
だ
今
日
に
お
い
て
も

人
工
的
に
作
り
出
す
こ
と
の
で
き
な

い
血
液
、
そ
の
必
要
量
の
確
保
の
た

め
、
献
血

へ
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

、
:-.， 



a
d一
日
日
ず
0
0
〈
ゐ

四

-
S
2
0ず
U
O

〈
手
話
網
野
2
0ず
日

ト

マ
ト

年
間
を
通
し
て
食
卓
に
の
ぼ
る
ト
マ
ト

も
、
本
来
は
今
が
旬
。
ト
マ
ト
の
赤
身
は

リ
コ
ピ
ン
お
よ
ぴ
カ
ロ
チ
ン
に
よ
る
も
の

で
す
が
、
そ
の
発
色
の
た
め
に
は
、
摂
氏

三
十
度
以
上
の
温
度
が
必
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
。ト

マ
ト
は
南
ア
メ
リ
カ
熱
帯
地

'-b

方
が
原
産
の
ナ
ス
科
の
多
年
生
の

闘
闘

植
物
で
す
が
、
日
本
で
現
在
広
く

内

ω

栽
培
さ
れ
て
い
る
の
は
、
品
種
改

U
H

良
さ
れ
た
一
代
雑
種
が
ほ
と
ん
ど

魯

司

で
す
。
成
分
と
し
て
は
、
ピ
タ
ミ

.
，
除

、J
A
、

B
、

C
が
豊
富
で
色
素
と

h
h

し
て
赤
黄
色
の
カ

ロ
チ
ン
、
紅
色

a

，

の
リ
コ
ピ
ン
を
含
み
ま
す
。
果
汁

と

に
は
ア
ミ
ノ
酸
や
、
ち
ょ
っ
と
酢

っ
ぱ
い
感
じ
を
与
え
る
ク
エ
ン
酸
も
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

ト
マ
ト
は
、
臭
気
が
強
く
、
子
供
の
こ

ろ
に
栄
養
が
あ
る
か
ら
と
言
っ
て
無
理
や

り
食
べ
さ
れ
た
経
験
を
持
た
れ
る
方
も
少

な
か
ら
ず
お
ら
れ
る
は
ず
。
生
食
は
臭
気

が
強

い
け
れ
ど
、
お
湯
に
浸
し
て
皮
を
む

け
ば
少
し
は
柔
ら
ぎ
ま
す
。

各
種
講
座
の
勧
誘
に
注
意
N

勤
務
先
や
自
宅
に
資
格
取
得
講
座
の
受

講
案
内
が
送
ら
れ
て
き
て
、

そ
の
後
、
電

話
が
か
か
り
講
座
を
受
け
る
よ
う
勧
誘
し

ま
す
。

そ
の
電
話
が
強
引
で
あ
っ
た
り
、

長
時
間
で
あ
っ
た
り
し
て
周
囲
の
目
が
気

に
か
か
り
、
あ
い
ま
い
な
返
事
を
す
る
と
、

後
日
教
材
と
一
緒
に
契
約
書
が
送
ら
れ
て

き
て
び
っ
く
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
俗
に
~
ち
ィ
商
法

H

と
い
わ
れ
る
も

の
で
、
そ
れ
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
が

相
次
い
で
い
ま
す
口

二
、
三
の
事
例
を
上
げ
て
み
る
と
、

最
近
で
は
生
食
の
ほ
か
、
価
格
維
持
と

い
う
面
も
あ
っ
て
、
種
々
加
工
し
て
食
用

に
し
ま
す
。
水
煮
か
ん
づ
め
(
果
実
そ
の

ま
ま
の
形
で
水
煮
し
た
も
の
)
、
ピ
ュ
レ

l

(
果
実
を
砕
き
裏
ご
し
し
種
子
を
除
い
た
も

の
)
ぺ
ー
ス
ト
(
ピ
ュ
レ

l
を
煮
つ
め
て
濃
縮

し
た
も
の
)
、
ソ

l
ス
、
ケ
チ
ャ
プ
な
ど
様

々
な
も
の
が
市
販
さ
れ
て
い
ま
す
。
で
も

野
菜
は
や
っ
ぱ
り
新
鮮
さ
が
一
番
。
水
洗

い
し
生
食
し
た
り
、
ミ
キ
サ
ー
や
ジ
ュ
ー

サ
ー
も
普
及
し
て
い
る
の
で
ジ
ュ
ー
ス
と

し
て
飲
む
の
も
良
い
の
で
は

D

経
営
法
務
管
理
士

経
営
法
務
管
理
の
資
格
を
と
る
た
め
に

講
座
を
受
け
な
い
か
、

と
勤
務
先
や
自
宅

に
何
度
も
電
話
が
入
り
三
百
名
募
集
す
る

が
あ
と
二
名
で
定
員
に
達
す
る
と
い
わ
れ
、

契
約
し
て
し
ま
っ
た
。
四
月
か
ら
十
回
の

受
講
で
経
営
法
務
管
理
士
に
な
れ
る
と
い

う
が
よ
く
考
え
た
ら
勉
強
す
る
時
間
が
な

い
の
で
や
め
た
い
と
思
い
、
電
話
で
連
絡

し
た
が
解
約
し
て
く
れ
な
い
。
何
と
か
な

ら
な
い
だ
ろ
う
か
。

企
業
法
務
管
理
士

勤
務
先
に
資
格
取
得
講
座
の
ダ
イ
レ
ク

ト
メ

l
ル
が
送
付
さ
れ
、
後
に
電
話
で
「
企

業
法
務
管
理
土
が
国
家
資
格
に
移
行
す
る
。

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
を
受
け
る
と
国
家
試
験

が
免
除
さ
れ
る
が
、

締
め
切
ら
れ
、

あ
と
一本
人日
ので
空?申
がし
あ込
るみ
口 治宝

こ
の
電
話
で
手
続
き
が
完
了
す
る
」
等
と

説
明
さ
れ
、

国
家
試
験
に
な
る
の
で
あ
れ

ば
と
思
っ
て
承
諾
し
た
。
後
日
そ
の
よ
う

な
動
き
の
な
い
こ
と
が
わ
か
り
、

内
容
証

明
郵
便
で
や
め
た
い
と
意
思
表
示
し
た
と

こ
ろ

「
解
約
で
き
な
い
」

と
勤
務
先
に
何

度
も
代
金
請
求
の
電
話
が
か
か
っ
て
き
て

困
る
。

み
ん
な
で
あ
い
さ
つ

豊
か
な
心
、
豊
か
な
地
域
づ
く
り
を
す

す
め
て
い
る
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
ま
す
。
婦

中
町
婦
人
地
域
活
動
推
進
委
員
の
み
な
さ

ん
で
す
。

昭
和
五
十
四
年
に
結
成
さ
れ
た

こ
の
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
は
、

現
在
、
森
文
子
さ
ん
を
代
表
に
十

六
名
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
結
成

以
来
、
人
と
人
と
が
心
を
つ
な
ぎ

合
っ
て
生
き
る
に
は
ど
う
す
れ
ば

良
い
か
を
課
題
に
各
種
の
活
動
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
や
っ
ぱ
り

話
を
す
る
こ
と
が
一
番
と
「
声
か

け
運
動
」
を
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。

まちか§む§か§

昨
年
は
、

白
地
に
黒
く
「
声
か
け
運
動
」

と
染
め
抜
い
た
タ
ス
キ
を
作
り
、

各
種
の

行
事
に
は
そ
れ
を
つ
け
て
参
加
し
ま
し
た
。

今
年
は
、

あ
い
さ
つ
標
語
三
角
柱

(
い
っ

て
ム

J

っ
し
ゃ
い
、

お
か
え
り
な
さ
い
、
こ

ん
に
ち
は
)

を
町
内
の
小
学
校
四
年
生
四

百
七
十
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、

各
家
庭
の
玄
関
に
立
て
て
も

土
地
建
物
鑑
定
士

職
場
に
一
時
間
余
り
も
の
長
電
話
が
か

か
り
面
倒
に
な
っ
て
書
類
を
送
れ
と
い
っ

た
だ
け
な
の
に
契
約
が
成
立
し
て
い
た
。

応
じ
な
け
れ
ば
契
約
金
の
五
倍
の
損
害
賠

償
金
を
請
求
す
る
と
い
う
。

技
術
講
座
の
講
師
養
成

日
本
学
術
連
盟
よ
り
紹
介
さ
れ
た
が
、

ピ
テ
オ
ソ
フ
ト
の
活
用
技
術
養
成
講
座
の

「
声
か
け
運
動
」

|
婦
中
町
|

k
hdrf
 

、i
事
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砂
大
き
な
声
で
あ

さ
っ
し
よー
つ
ね

ん
な
、
だ
れ
と
で
も
あ
い
さ
つ
の
で
き
る

生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
て
も
ら
お
う
と
す

る
も
の
で
す
。

「
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」
、
「
お
か
え
り

な
さ
い
」
、
の
な
に
げ
な
い
ひ
と
こ
と
が
親

子
の
つ
な
が
り
、
家
族
の
結
び
つ
き
を
深

め
、
ま
た
、
「
こ
ん
に
ち
は
」
の
ひ
と
こ

と
が
近
所
の
人
と
の
交
流
に
つ
な
が
っ
て

い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。

。
〈
ゐ
し
の
閥
B
2
0ず
日

講
師
を
養
成
し
て
い
る
の
で
と
入
会
を
勧

め
ら
れ
、
あ
い
ま
い
な
返
事
を
し
た
と
こ

ろ
、
商
品
、

確
認
書
、
契
約
書
が
送
ら
れ

て
き
た
。
や
め
た
い
と
思
い
す
ぐ
返
送
し

た
が
ま
た
送
り
返
し
て
き
た
。

こ
の
他
通
信
講
座
な
ど
各
種
講
座
の
勧

誘
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

資
格
の
付
与
に
つ
い
て
は
、

民
間
の
各

機
関
で
そ
れ
ぞ
れ
の
判
断
に
基
づ
い
て
多

種
多
様
な
資
格
が
設
け
ら
れ
、

そ
の
数
も

百
種
以
上
も
有
り
ま
す
。
し
か
し
、

こ
れ

ら
は
、
法
的
に
規
制
さ
れ
て
い
な
い
の
で

民
間
各
機
関
で
の
自
由
な
運
用
に
ま
か
さ

れ
て
い
る
の
が
実
情
で
す
。
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講
座
や
通
信
教
育
の
中
に
は
、

公
的
な

資
格
と
ま
ぎ
ら
わ
し
い
ニ
セ
の
資
格
を
売

り
込
ん
で
講
座
を
受
け
さ
せ
る
も
の
が
多

く
、
受
講
を
希
望
す
る
場
合
は
信
用
の
お

け
る
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ど
う
か
、

勉
強
の

内
容
、
受
講
料
、
受
講
場
所
、

資
格
等
、

自
分
が
納
得
で
き
る
も
の
で
あ
る
か
確
認

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

ま
品
れ
/」

、

こ
と
わ
る
場
合
は
、

先
の
例
の

ょ
、
つ
に
、

あ
い
ま
い
な
返
事
は
相
手
に
契

約
し
た
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で

は
っ
き
り
と
こ
と
わ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

消
費
生
活
セ

ン
タ
ー



6月17日
麗 6月議会始まる

6月定例県議会が招集されました。

会期を28日までの12日間と定め、知

事が提案理由説明を行いました。

議会では、生涯スポーツプラン、

とやま 21世紀神通川水公園プラン 、

北陸新幹線の着工問題などについて

熱心な質疑が行われ、 25議案が可決

されました。

6月21---23日
嵐観光と物産まつり

富山産業展示館で「し、きいき富山

観光と物産まつり」が聞かれました。

会場には新鮮な味覚・伝統のある

工芸品の展示 ・即売コーナ一、工芸

品制作の実演コ ーナーが設けられ

連日、家族連れや見学者で、賑わいま

した。

また、 22、23日の両日には、郷土

芸能紹介コ ーナーで県内市町村団体

による郷土芸能が披露されました。

6月24日
腿世界選手権、頑張ります

23日、埼玉県の戸田ボートコース

で開催された漕艇競技ジュニア世界

選手権大会最終選考会の女子シ ング

ルスカルで優勝した渡辺清美さん (八

尾高校 3年) と男子シングルスカル

で 3位に入賞した藤谷忠之さん (同

校 2年) とが県庁に中沖知事を表敬

しました。

優勝した渡辺さんは、 8月に東ド

イツで聞かれる世界選手権に日本代

表として出場することになっており、

「世界選手権でも 一生懸命頑張りま

す」と元気に抱負を述べ ました。

6月27---29日
濁世界にひらく暮らしの日

トレードフェア'85

輸出入製品の販路拡張、国際親善

交流の促進を図ろうと、とやまトレ

ードフェア'85が産業展示館で、聞かれ

ました。

輸出関係については県内外の輸出

実績のある企業、海外で活躍してい

る企業及ぴこれらを支える中堅企業

の製品を一堂に展示紹介しました。

また輸入関係では、外国政府、貿易

関係機関等の協力を得て、世界各国

の飲食料品、家庭用品、民俗色あふ

れる商品などを展示即売しました。

6月28日---7月↑白
星電イメージアップ写真展

とやまの光と色と心

とやまの色は何色だろう 。この素

朴な問し、かけを県民のみなさんと一

緒に考えてみようと、県では、公募

の写真や詩等による写真集「シンフ

ォニーとやま」を制作しましたカf、

この写真集に応募のあった作品の中

から113点を展示しました。

期間中、約千名の皆さんが観覧し

富山の光と色と心を見つめました。
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7月2白
鶴遼寧省と農業技術交流

中国遼寧省初級農業技術研修員が

来県し、県庁を訪問しました。

これは富山県と中国遼寧省との交

流事業の一環として、遼寧省から初

級農業技術者を富山県に招請し、県

内の農業改良普及所、農家等での体

験研修を通して農業技術の積極的な

相互交流を図るため実施されるもの

です。

今回来県したのは、季妥羊さん他

三名で、稲作、野菜、畜産のそれぞ

れの部門で 7月 1日から 9月 5日ま

での67日間研修を受けることになっ

ています。

星電生きた英語が学べます

県内の中、高校生に生きた英語を

教える米国人英語指導主事助手 6人

が着任しました。

教育長から各々に辞令が交付され

国際コースのある伏木高校に 1人、

総合教育センターに 5人が配属され

ました。 6人は、今後 1年間、県内

の各中学 ・高校を 3回から 4回巡回

して指導に当たる予定です。

て、関市、・美濃市、八幡町、白川村

を通り、上平村 ・福光町そして砺波

で北陸自動車道と結ばれます。

今回、杭打式の行われた福光一砺

波間(11キロ江)は、今後の用地交

渉、用地買収を経た後、工事費約190

億円(概算)をかけて建設されるこ

とになります。

7月8日
極東海北陸自動車道

福光一砺波間中心杭打式

東海北陸自動車の福光インタ ー~

砺波ジヤンク ション (北陸自動車道

と分岐)の中心杭打式が行われまし

たD

この東海北陸自動車道は、愛知県

一宮市において名神高速道路と分岐

し岐阜市 ・各務原市の境界付近を経

7月9日
彦事井波町で知事のまちまわり

井波町を訪れた知事は、 地区公民

館、 地区体育館をはじめ、全国でも

企知事と懇談する渡辺さん(中央)と藤谷さん(左)

20  

』司中
心
抗
打
式

珍しい雨水排水と流雪機能を併せも

つスノ ーレス都市下水路などを見て

まわりました。 また、井波小学校で、

は、生徒と知事との青空対話集会が、

そして町の社会福祉総合セ ンターで

は住民代表との語るつどいが開かれ

意見の交換を行いました。

7月12日
麗県庁別館起工

県庁東側に新築される県庁別館の

起工式が行われました。

今回新築される県庁別館には、情

報公開のための一般閲覧室や事務室

をはじめ、文書庫、会議室が設けら

れます。建物の一階部分は歩行者が

通り抜けできるピロティーになるほ

か、三階は県庁本館 ・新館、県畏会

館とそれぞれ渡り廊下でつながれます。

なお、この別館は、 62年 4月の情

報公開制度のスタートとともにオー

プンする予定です。

7月14日
関サンパウ口州ヘ出発

ブラ ジルのサンパウロ州と友好県

州の締結をするため中沖知事をはじ

めとした調印団が出発しました。(こ

の内容については 9月号でお知らせ

する予定です。)
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-
住
宅
金
融
公
庫
の
資
金
を
ご
利
用
の
方
ヘ

マ
イ
ホ
ー
ム
取
得
の
た
め
の
公
庫
資
金

を
必
要
と
し
て
い
る
多
数
の
方
々
の
要
望

に
応
え
て
い
く
た
め
に
は、

資
金
に
余
裕

の
で
き
た
方
に
繰
り
上
げ
返
済
し
て
い
た

だ
き
、
再
ぴ
融
資
に
回
す
こ
と
が
必
要
と

な
っ
て
き
て
い
ま
す。

資
金
に
余
裕
の
で
き
た
方
々
の
繰
り
上

げ
返
済
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

V
繰
り
上
げ
返
済
の
手
続
き

O
現
在
、
返
済
金
を
払
込
み
中
の
金
融
機

関
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

0
事
務
処
理
の
都
合
上
、
七
日
前
に
事
前

連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

-
花
時
計
用
花
壇
デ
ザ
イ
ン

県
庁
前
公
園
の
花
時
計
を
あ
な
た
の
デ

ザ
イ
ン
で
飾

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
テ
ー
マ

は
「
と
や
ま
の
四
季
」
を
表
現
す
る
も
の
。

花
壇
デ
ザ
イ
ン
に
適
し
た
、
単
純
で
理
解

の
し
や
す
い
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す

D

V
応
募
期
間

九

月
十
日
ま
で

応
募
点
数

表
彰

ひ
と
り
三
点
以
内

最

優

秀

作

品

一

点

優

秀

作

品

二

点

佳

作

五

点

最
優
秀

・
優
秀
作
品
は
、
来
年
度
の

花
時
計
用
花
壇
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
使
用

さ
れ
ま
す。

送
り
先

・
問
い
合
わ
せ
先

婦
中
町
上
轡
田
四
二

(
六
六
)
二
四
二
五

花
と
緑
の
銀
行
へ

8
0
七
六
四

財
団
法
人

0
手
数
料
は
無
料
で
す
。

O
金
額
に
限
ら
ず
、
一
部
の
繰
り
上
げ
返

済
も
で
き
ま
す
。

-
富
山
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
夏
季
セ
ミ
ナ
ー

U
タ

l
ン
就
職
希
望
の
皆
さ
ん
、
ま
た
、

富
山
で
就
職
し
よ
う
と
考
え
て
お
ら
れ
る

学
生
の
皆
さ
ん
、
富
山
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
夏

季
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
す。

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
富
山
テ
ク
ノ
ポ

リ
ス
や
活
性
化
す
る
産
業
界
に
つ
い
て
の

講
演
の
ほ
か、

就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
も
行
わ

れ
ま
す
。
来
春
、
就
職
を
希
望
さ
れ
る
方

方
の
一
人
で
も
多
く
の
来
場
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

V
日
時
八
月
十
一
日
(
日
)
午
後
一
時

三
十
分
か
ら
午
後
四
時
ま
で
o

v場
所

富
山
県
民
会
館
大
ホ

l
ル
。

-
施
設
と
友
の
運
動
祭

施
設
に
入
所
し
て
お
ら
れ
る
重
度
身
体

障
害
者
と
県
民

(
と
く
に
青
年
)
と
の
交

流

・
相
互
理
解
を
図
ろ
う
と
、
ス
ポ
ー
ツ

や
音
楽
活
動
を
通
じ
て
の
身
体
障
害
者
青

年
交
流
事
業
が
行
わ
れ
ま
す口

V
日
時

九
月
一
日
午
前
十
時
か
ら
o

v場
所

テ
ク
ノ
ホ
l
ル

自然博物園ねいの里行事(8月)
11日...・H ・..月例観察会

夏の虫たち

17~19日 ・ ・ ・動植物の標本同定会

22~25日…アカトンボの追跡調査 (マーキン

グ)

日程には変更のある場合があります。ねい

の里の 。テレホン自然教室n0764-69-4444"
であ、確かめください。

・あ、問い合わせ ねいの里宮0764-69-5252

ハッチョウトンボと

ト

第2回
サマーフ工スティバル

• 8月13、14、15日

開園時間を午後 8時 までに延長して、 中

央ひろば百年の泉のまわりでコンサート

• 8月15日

野外劇場でアマチュアバンド コンサー ト

夏のイ ベ ンド太閤山ラン

近代美術館夏期延長開館
県立近代美術館では、県民の皆さまの御要望に応え、夏

の問、開館時間を延長しています。

期間 8月31日までの土 ・日曜日 。

8月13日から 8月16日まで。

延長時間

通常より 2時間延長し、入館は午後 6時30分まで、

閉館は午後 7時。

また、第 1回世界ポスター展の期間中の土 ・日曜日は午

後 2時から当館ホールにて、講演会または映画会を開催し

ていますので、こちらの方もお楽しみください。

8月街頭献血日程
日曜 場 所 時間 日曜 場 所 時間

印d福セ光ン県タ健ー康前増進 10∞-15:30 1飢日)富中山央市通り前 10∞-16∞ 

8同 氷見市役所前 10∞-15:30 幻同 福野町役場前 10∞-15:30 

制 大大門島町町福役祉場会前館 1103∞∞~~1125∞ 30 24(判 富山駅前 10∞-16∞ 

1脳 富山駅前 10∞-16:00 24(j:) 高岡駅前 10:00-15:30 

10(:t) 高岡駅前 10∞-15:30 25:日)志向駅前 10∞-15:30 

11(日)富山西武前 10∞-16∞ 31凶 富山駅。前 10∞-16∞ 

17凶 魚サ津ン市プラザ前 10∞-15:30 31(土)高岡駅前 10∞-15:30 

1JI仕)富山駅前 10∞-16∞ 

-
ゆ
く
え
の
わ
か
ら
な
い
人
を
捜
す
運
動

警
察
で
は
、
八
月
を
特
に
「
ゆ
く
え
の

わ
か
ら
な
い
人
を
捜
す
運
動
」
期
間
と
し

て
い
ま
す
。
家
出
を
し
た
ま
ま
所
在
不
明

の
方
や
、
身
元
が
わ
か
ら
な
い
で
死
亡
さ

れ
た
無
縁
仏
の
身
元
を
確
認
す
る
た
め
、

全
国
的
に
調
査

・
相
談
活
動
等
を
行
い
ま

す
。こ

れ
ら
の
方
々
の
所
在
や
身
元
を
一
日

も
早
く
確
認
し
て
、
ご
家
族
や
ご
遺
族
の

も
と
へ
返
し
て
あ
げ
る
た
め
に
、
身
近
な

方
で
ゆ
く
え
の
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
方
に

つ
い
て
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、
県
警
察

本
部
鑑
識
課
ま
た
は
、
最
寄
り
の
警
察
署

ま
で
ご
連
絡
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
次
の
日
取
り
で
出
張
相
談
所
を
開

設
し
ま
す
の
で
ご
利
用
下
さ
い
。

八
月
五
日
、
六
日

高
岡
警
察
署

砺
波
警
察
署

八
月
八
日
、
九
日
富
山
警
察
署

八

月

十

二

日

魚

津

警

察

署

開
設
時
間
は
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午

後
五
時
ま
で
で
す
。

八
月
七
日

-
老
人
若
返
り
祭

親

・
子

・
孫
、
三
世
代
が
共
通
の
場
に

集
い
、
世
代
間
の
温
い
心
の
触
れ
合
い
を

深
め
る
と
と
も
に
、
年
寄
り
自
ら
が
生
き

が
い
を
見
い
出
し
若
返
り
を
図
る
、
老
人

若
返
り
祭
り
が
聞
か
れ
ま
す
。

演
芸
、
の
ど
自
慢
大
会
、
老
人
作
品
展
、

即
売
会
な
ど
も
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
が
準

備
さ
れ
て
い
ま
す
。

九
月
四
日
午
前
十
時
か
ら
午
後

四
時
。

V
日
時

V
場
所

九
月
五
日
午
前
九
時
か
ら
午
後

四
時

D

県
民
会
館
大
ホ
l
ル
及
ぴ
地
下

展
示
場
。

2
 

2
 

画画固圃固画E[1] 匝E層面直面

ε霊Bl翠冨fiilWDJ'
-困りごと相談所

警察本部防犯少年課
宮 0764-33-8080

・覚せい斉IJ・サラ金相談
警察本部生活保安課
宮 0764-41-8904

・暴力団ゼ口110番
警察本部捜査第二課

ft0764-42-0110 
このほか各警察署でも受け

付けています。

監主主蓋蓮昌量画ヨfI

-消費生活センター高岡支所
高岡市本丸町7-1
本丸会館内

宮 0766-25-2777

23 

-消費生活センター
富山市安住町7--18
安住町第一生命ビル内
宮 0764-32-2949

-・・.，回-回目回・・
高岡市赤祖父211(総合庁舎内)
宮(0766)21-9411 

魚津市新宿10-7(総合庁舎内)
宮 (0765)24-5311

富山市新総曲輪1-7(県庁内)
宮(0764)31-4111 ('代)

31-3131 (県民電話)

砺波市幸町1-7(総合庁舎内)
宮 (0763)33-5151

室

-高岡地方県民相談室

-魚津地方県民相談室

-砺波地方県民相談室

談相民-県
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消
火
器
の

訪
問
販
売
に
つ
い
て

富
山
市

女
性

私
は
、
富
山
市
内
に
住
む
主
婦
で

す
が
、

先
日
、
私
の
家
に
も
消
防
署

の
者
だ
と
称
す
る
男
が
き
て
消
火
器

を
売
り
伺
け
よ
う
と
し
ま
し
た
。「
私

の
家
に
も
」
と
言
う
の
は
、
近
所
の

う
わ
さ
話
で
、
最
近
、
消
防
署
の
者

だ
と
い
っ
て
市
価
の
数
倍
の
値
段
で

消
火
器
を
売
っ
て
回
っ
て
い
る
男
が

い
る
と
聞
い
て
い
た
か
ら
で
す
。
も

し
、
私
の
家
に
来
た
な
ら
注
意
し
な

け
れ
ば
と
思
っ
て
い
た
矢
先
に
そ
の

男
は
や
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
男
は
、

は
じ
め
に
、

「
消
防

署
の
者
で
す
が
、
消
火
器
の
点
検
に

来
ま
し
た
L

と
い
っ
て
入
っ
て
き
ま

し
た
。
私
は
怪
し
い
な
ア
と
思
っ
て

い
た
の
で
用
心
し
て
「
消
火
器
は
先

日
買
っ
た
ば
か
り
で
す
か
ら
大
丈
夫

で
す
」
と
応
え
ま
し
た
。
す
る
と
「
広

い
家
だ
か
ら
二
本
置
か
な
け
れ
ば
い

け
な
い
。
こ
こ
に
ち
ょ
う
ど
一
本
あ

る
か
ら
買
い
ま
せ
ん
か
」
と
言
っ
て

購
入
を
す
す
め
て
き
ま
す
。
ぞ
れ
も
、

す
ご
く
高
い
金
額
で
。

@
消
火
器
の
訪
問
販
売
は
、
増
え
る

一
万
で
す
。
取
り
締
ま
る
規
制
が
あ

っ
て
も

ま
た
、
消
火
器
の
訪
問
販

私
は
、
消
火
器
な
ど
全
く
買
う
気

が
無
い
の
で
き
っ
ぱ
り
と
断
わ
り
ま

し
た
が
、

昼
間
、
お
年
寄
り
だ
け
が

売
に
は
気
を
付
け
な
け
れ
ば
と
分
つ

て
い
て
も
買
わ
さ
れ
て
し
ま
う
と
い

う
よ
う
に
、
業
者
の
売
り
込
み
攻
勢

に
拍
車
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
手
U
と
し
て
は

-
消
防
署
、
県
職
員
を
装
、
っ

-
消
防
署
、
農
協
に
委
託
さ
れ
て
い

る
と
偽
る

-
法
律
で
設
置
の
義
務
が
あ
る
、
町

内
会
で
決
ま
っ
た
か
ら
置
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
偽
る

-
お
宅
の
消
火
器
は
、
小
則
一で
役
に

ー
た
な
い
と
か
、
古
く
て
使
え
な

く
な
っ
て
い
る
、
詰
め
特
え
が
で

き
な
い
か
ら
買
え
と
し
つ
こ
く
行

つ
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

県
や
消
防
署
で
は
、
消
火
器
の
敗

売
や
点
検
を
委
託
し
た
り
し
て
い
ま

せ
ん

D

ま
た

般
家
庭
に
消
火
得

居
ら
れ
る
家
庭
な
ど
で
は
、
買
っ
て

し
ま
わ
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
訪
問
販
売

を
取
り
締
ま
る
規
制
は
無
い
の
で
し

ょ
う
か
。

仏
民
引
の

f

渇
防
老

、村υ』勺つ
・:・

一
工
ヒ
」
円
、
明日

〆
て
R
Zま
烹
・
1
¥

・
J
/
!
‘¥¥、仏

の
設
置
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。
消
火

需
の
薬
剤
の
有
効
期
間
は
五
年
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
詰
め
替
え
が
可
能

で
す

D
悪
質
な
セ
ー
ル
ス
マ
ン
に
だ
ま
さ

瓜

5!: 
西正
~様

一入
個善
十ジ
五ャ
キン
ロボ
か西

ら
二
十
五
キ
ロ
も
あ
る
日
本

一
大
き

な
西
瓜
で
す
。
そ
の
主
産
地
は
黒
部

川
下
流
の
入
善
町
で
す
。

明
治
十
六
年
、
黒
部
の
篤
農
家
た

ち
が
何
か
特
産
物
を
作
り
出
そ
う
と

ア
メ
リ
カ
か
ら
数
種
類
の
西
瓜
の
種

子
を
取
り
寄
せ
ま
し
た
。
大
切
に
育

て
る
う
ち
に
、
そ
の
う
ち
の
ラ
ッ
ト

ル
ス
ネ
l
ク
種
と
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

種
と
い
う
品
種
が
、
黒
部
川
扇
状
地

に
適
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
特
に
ラ
ッ
ト
ル
ス
ネ

l

ク
は
、
ラ
グ
ビ
ー
ボ

l
ル
の
よ
う
な

形
と
大
柄
な
縞
模
様
を
持
ち
、
こ
れ
が

入
善
ジ
ャ
ン
ボ
西
瓜
の
ル

l
ツ
と
な

り
ま
し
た
。

明
治
後
期
に
は
、
黒
部
川
下
流
域

で
広
く
栽
培
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

大
正
の
頃
に
は
作
付
面
積
百
六
十
町

歩
と
い
う
日
本
一
の
西
瓜
産
地
に
成

長
し
ま
し
た
。
遠
く
は
満
州
、
シ
ベ

リ
ア
方
面
に
ま
で
出
荷
さ
れ
た
と
い

い
ま
す
。

し
か
し
、
戦
時
の
経
済
統
制
、
作

付
転
換
を
契
機
に
栽
培
面
積
は
激
減

し
、
今
で
は
入
善
町
西
部
で
約
十
二

鈴
が
栽
培
さ
れ
る
だ
け
と
な
り
ま
し

た。

れ
な
い
よ
う
、

不
m 
σ〉
と
き

ま
た

は
、
は
っ
き
り
と
一小
川
で
あ
る
と
断

わ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
た

訪
問
版
完
に
は

月
ノ

1
l
パソ

ン
グ

・
オ
フ
制
度
が
あ
り
ま
す
が

代
金
の
〈
王
額
を
、
現
金
で
支
払
え
ば

こ
の
ク

i
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
適
用
さ

れ
な
く
な
り
ま
す
。
未
払
分
が
残

っ

て
い
る
場
介
で
も
、
業
者
は
値
引
分

だ
と
い
っ
て
現
金
取
引
の
姿
勢
を
く

ず
さ
ず
、
解
約
は
困
難
に
な
り
ま
す

の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
c

こ
の
県
民
ひ
ろ
ば
で
は
、
県

民
の
皆
犠
か
ら
の
県
政
に
対
す

る
要
望
や
、
意
見
、
提
言
な
ど

の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

すむ

ま
た
、
あ
な
た
が、

今
、

富
山
県
に
つ
い
て
思
っ
て
い
る

ιー

感
じ
て
い
る
こ
と
な
ど

で
も
か
ま
い
ま
ぜ
ん
。
投
稿
の

形
式
U
、
問
い
ま
せ
ん
の
で
、

ど
し
ど
し
お
寄
せ
下
さ
い
。

宛
先
川
地
、
富
山
市
新
総
曲
輪

富
山
県
庁
広
報
課

「県
民
ひ
ろ
ば
」
の
係
ま
で
c

一
番
七
号

ジ
ャ
ン
ボ
西
瓜
の
栽
培
は
、
晩
霜

の
心
配
の
な
く
な
る
四
月
下
旬
に
始

ま
り
ま
す
。
本
葉
が
数
枚
出
た
ら
畑

に
定
植
し
、
油
か
す
や
魚
粉
な
ど
の

有
機
肥
料
を
大
量
に
与
え
ま
す
。

初
夏
か
ら
は
、
つ
る
の
仕
立
て
、

着
花
の
確
認
、
摘
花
な
ど
忙
し
い
毎

日
が
続
き
ま
す
。
ジ
ャ
ン
ボ
に
育
て

一
坪
に

一
株、

個
し
か
作
り
ま
せ
ん
。

出
荷
の
最
盛
期
は
八
月
上
旬
、

二

十
キ
ロ
以
上
の
超
ジ
ャ
ン
ボ
級
は
、

る
た
め
、

一
株
に

御
中
元
な
ど
の
贈
答
用
に
県
外
へ
送
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20・21

22・23
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表 3

専門学校生)

シリーズ成人病の予防

献血したことがありますか

くらしの情報コーナー

くらしの相談室

トピ yクス

情報スク ラソ ブル

県民ひろば

持産王国 入善ジ ャンボ西瓜 (黒部西瓜)

嶋田恵里子さん(裏表紙

'2・13

14・15

表 ア

2~' 7 

8、11

工 ッセー 姉妹校の八月

クロースεア yブ

太閤山ラン ドに貸ボートお目貝え

あなたスポーツしてますか

生涯スポーツフランの概要

パイテク最前線

富山県のバイオテク ノロジー研究の現状

TOYAMA ，JlJST NOW 

杉沢の沢スギ

私の県政ルボ「和田川水道管理所J

須山ユキエ

8 J J号

• 
も

く

じ

“ら
れ
て
い
き
ま
す
。
や
や
小
ぶ
り
の

ク 即も
にジ売の
もャ用は
なンに、

つボ向県
て西け内
い瓜ら消
るのれ費
時トまや
円レす図
形 i 。 道
のド 沿
桟iマい
俵tI の

は
、
長
距
離
輸
送
の
シ
ョ
ッ
ク
を
和

ら
げ
る
た
め
に
考
案
さ
れ
た
先
人
の

知
恵
、
西
瓜
農
家
の
手
間
仕
事
と
し

て
今
も
冬
場
に
編
ま
れ
て
い
ま
す
。

ピ
ン
ク
の
果
肉
に
豊
か
な
果
汁
、

そ
し
て
巨
大
で
面
白
い
姿
形
が
、
入

善
ジ
ャ
ン
ボ
西
瓜
の
命
で
す
。




